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A. ロトチェンコのキオスクと“白の彫刻”について
谷本尚子／大阪人間科学大学
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はじめに
　ロシア構成主義は，ヴァイマル・バウハウ
スのデザイン教育や戦後の抽象彫刻の展開に
影響を与えた芸術運動として，高く評価され
てきたi。本発表では，ロシア構成主義の中
心的人物であり，構成概念の成立にも深く関
わ っ た A. ロ ト チ ェ ン コ（Alexander M. 
Rodchenko, 1891‒1956）を取り上げ，彼独自
の抽象彫刻である，「空間構成」について考
察を試みたい。

１．幾何学的コンポジションの実験
　1915年，ペトログラードで最後の未来派展

「0,10展」が開かれた。この展覧会は，K. マ
レーヴィッチの「無対象絵画」と V. タトリ
ンの「カウンター・レリーフ」が初めて登場
し，ロシア・アヴァンギャルド芸術の分岐点
となった展覧会である。ロトチェンコがこの
展覧会を見たという記録は無いが，翌1916年
３月にモスクワで開催されたタトリンが組織
する「店」展に参加している事から，少なか
らず情報を持っていたと考えられる。同年，
K. ユーオンの絵画教室で働いていたヴァー
ヴ ァ ラ・ ス テ パ ノ ー ヴ ァ（Varvara F. 
Stepanova, 1894‒1958）と結婚する。ユーオ
ンのアトリエには，A・ヴェスニン，L・ポ
ポーヴァ，O・ロザノーヴァ，V. タトリンと
いった後にロシア構成主義運動を支えていく
メンバーが集っていた。
　最初の幾何学的コンポジションは，製図用
具を用いたモノクロのペンとインクによる描
画であり，ロトチェンコは平面分割のような
この実験を1917年頃まで続けた。その後彼は

絵の具を用い，色彩と空間描写を伴うテクス
チャーの実験を行う。同時期にカフェ・ピト
レスクの照明器具デザインを手がけ，二次元
の幾何学的要素の立体化を試み始めた。ここ
では，ボール紙の平面を丸めたり折り曲げた
りすることによって現れるシリンダー，円錐，
螺旋状の帯等々といった形を再構成した複雑
なコンポジションが用いられた。
　平面分割の方法から始まった幾何学的コン
ポジションの実験は，ロシア革命の後に具体
的なデザイン活動を通じて，幾何学形態の三
次元的構成へと展開された。次の「空間構
成」のシリーズの始まりと共に，構造形式そ
のものに彼の造形的関心は移っていく。

２．「空間構成」シリーズ
　「空間構成」と呼ばれる彼の抽象彫刻群は，
1918年から1921年の間に作られた実験の成果
である。大きく３つのシリーズに分けられる
これらの彫刻群の内最初のシリーズ，「白い

（或いは色のついた）彫刻」は，幾何学的な
形に切り取られた平面を直角に交差させて出
来る自立した立体物である。今回はこの最初
のシリーズに注目してみたい。
　「白い彫刻」シリーズは，様々な形態の平
面を連結した垂直的      構成的空間のコンポ
ジ シ ョ ン で あ り「 積 重 ね と 組 立 式

（ С к л а д ы в а ю щ и е с я  и 
разбирающиеся）」と副題がつ
けられ，計７点が作られた。この彫刻群はカ
フェ・ピトレスクの照明器具のデザインと同
時期に作られているが，両者の間には造形的
に大きな違いがある。照明器具が丸めたり歪
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めたりした平面を用いて立体を作り出してい
るのに対して，「白い彫刻」シリーズは，平
面の要素だけが用いられ，個々の要素が様々
な角度で貫通し，重ねられている。また照明
器具は壁に取り付けられるようになっている
が，白い彫刻は，自立した立体物である。波
止場にあるクレーンのように見える作品もあ
り，力学的な緊張感が読み取れる。白い彫刻
は確実に静止したバランスを作り出しながら，
様々な幾何学形態が空間を切り裂く。この自
立性と力学的緊張感は，後の２つの「空間構
成」シリーズではまったく現れない。
　ロトチェンコはボール紙で作ったこのシ
リーズの内の幾つかを，1919年の第十回国営
展「無対象芸術とシュプレマティズム」に出
品したii。展覧会のカタログでは，「ロトチェ
ンコのシステム」という声明文が発表され，
その中で彼は，旧来の絵画のすべてのイズム
の崩壊を歓迎し，現実世界の中で新たな発見
に至ることが我々の課題だと述べたiii。従っ
て空間構成の実験は，新しい始まりを，新し
いイディオムを表明するものとして，計画さ
れたものだといえよう。
　さらに「白い彫刻」という呼称は，無対象
の，幾何学的な形態を作り出すシステマ
ティックな形態の解決方法の追求に基づいて
いた。平面から切り取られ，組み立てられ，
再び分解され，平面に戻して片付けることが
できるこれらの彫刻群は，実験的かつ実用的
な芸術の試みだったと言えるだろう。

３．彫刻と建築の統合
　「白い彫刻」シリーズを制作していた1918
年，ロトチェンコは人民教育評議会の美術部
門のメンバーとなった。そこでは芸術的原則
が実用的なものに展開するというテーマが与
えられ，芸術家と建築家の協働が始まった。
人民評議会美術部門が1919年に主催した新聞

販売と公衆への宣伝のためのキオスクのコン
ペティションで，ロトチェンコは３つのヴァ
リエーションを提示し，そのうちの２つが，
１位と２位を受賞した。
　ロトチェンコのキオスクは，ソヴィエト社
会の新たな世界観を伝えるものとしてデザイ
ンされていた。特に，キオスクが印刷物の購
買施設と，広告板や演説台といった別のメ
ディアのコミュニケーションツールを相互的
に機能させるといった発想において興味深い。
空間構成の実験は，キオスクを通して，新し
いイディオムを表明するものとなった。

４．おわりにかえて
　本発表ではロトチェンコの線の構造が白い
彫刻シリーズとその発展形としてのキオスク
に展開されたことを指摘した。また，A. ラ
ブレーンチエフの批評やiv J. E. ボールトの批
評を参照しながらv，構成主義者の形態研究
において，「線」が科学技術の形象を象徴的
に表していることを指摘した。


